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検  索検  索木材合板 で

表紙：竹中大工道具館に展示されている唐招提寺金堂組物の実物大模型。（参照：本誌「夏の特集 竹中大工道具館で学ぶ」）

　ナカジマウッドターニングスタジオは、いま、西日本で唯
一の本格的なウッドターニング専門の教室です。そこにおじゃ
ましてウッドターニングを体験してみました。欧米で便利な
道具や技術が開発され、おかげで日本でも手軽な趣味として
ウッドターニングを楽しむ人が増え始めています。
　旋盤に木材を装着して回転させ、ターニングツールと呼ぶ
切削刃を使って形を削り出す、といえば簡単そうですが、刃
物を扱う作業なので危険も伴います。初歩的な予備知識や基
本的な作業心得は、どうしても専門のプロの先生に教わる必
要があります。この日は 1日だけの体験コースに挑みました。
回転する木に切削刃をあてるとシュルシュルと削り屑が出て
くるのは快感！　どうにか形が見え始めてきました。講師の
中島信太郎先生は「初めてにしては、上出来ですよ」と言っ
て下さいましたが、私たち二人の初めての作品（写真）、どう
でしょうか。
　各地のイベントでも紹介ブースを見かけるようになってき
たウッドターニング。専門の教室はまだまだ少ないのですが、
あなたもチャレンジしてみてはいかがでしょう。木材・合板
博物館にも、いつか教室を開設したいと思っています。
（博物館スタッフ長谷川麻紀、新谷百々香）

体験してみました！ ウッドターニング

問い合わせは、ホームページで!!
URL：http://www.nakajimawoodturningstudio.com/

いま、西日本で唯一の専門教室　ナカジマウッドターニングスタジオいま、西日本で唯一の専門教室　ナカジマウッドターニングスタジオ

左上／中島信太郎先生（左）とアシスタントの石井さん
左下／これってサラダボール？単なる小皿？　これが私たちの初めての作品。
右上下／初めての作業、緊張します

店内ギャラリーには中島先生の作品、樹種によって出来るものも違って
きます。中島さんは、材料はあくまで、廃棄された木材や端材を使い、どん
なものも無駄にせず長く使えるものを、というこだわりで創っています。

ウッドターニングという言葉をご存知でしょうか。
もしかすると普段あまり耳慣れない単語かも知れませんし、
既にご存知の方もいらっしゃるかも知れません。
"wood=木" "turning=旋回" 木工旋盤という機械を使って
木材を回転させ様々な形を削り出すことなんです。
お皿やお椀などの食器はもちろん、椅子の脚やペンの軸、
丸い物なら大概作れてしまいます。
（ナカジマウッドターニングスタジオHPより）

◎シリーズ特別企画　第3回
「森林飽和─国土の変貌を考える─」（NHK ｂooks）著者　太田猛彦教授に聞く

─森と木と人間の関係史についての一考─
人間と森林の関係史に、今こそ新たなパラダイムの転換を
第3回　「護る森」と「使う森」─林業再生と木材利用はいかにあるべきか
　     新しいパラダイムへの転換が求められている

◎夏の特集─竹中大工道具館で学ぶ
た い せ つ な こ と は 、大 工 と 道 具 が 教 え て く れ る

道具の王者、大工道具が魅せる万華鏡の世界
─ものづくりの技、匠、心を、未来に伝える博物館
●聴講体験レポート竹中大工道具館「大人のための木工教室」
　さりげなくも奥深い　道具を手にして学ぶ、ものづくり体験

◎体験してみました！ ウッドターニング
いま、西日本で唯一の専門教室　ナカジマウッドターニングスタジオ
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治
水
三
法（
河
川
法
、砂
防
法
、森
林
法
）の
成
立　

都
市
の
発
達
は
地
方
都
市
も
含
め
て
、
平
野
に
お
け
る

工
場
、
家
屋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の
集
積
を
意
味
し
ま
す
。

輸
送
シ
ス
テ
ム
は
舟
運
か
ら
鉄
道
に
替
わ
っ
て
い
き
ま

す
。殖
産
興
業
を
支
え
国
税
の
大
半
を
担
う
地
方
地
主
層
、

産
業
資
本
家
は
原
材
料
調
達
や
製
品
販
売
の
た
め
に
、
ま

た
そ
の
流
通
に
関
わ
る
都
市
の
資
産
家
た
ち
は
平
野
に
集

積
し
た
彼
ら
の
諸
財
産
を
守
る
た
め
に
、
治
水
事
業
と
し

て
舟
運
確
保
を
目
的
と
す
る
低
水
工
事
（
※
１
）
よ
り
も

洪
水
氾
濫
の
防
止
を
目
的
と
す
る
高
水
工
事
（
※
２
）
を

強
く
望
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

明
治
政
府
は
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
の
大
水
害

を
契
機
に
、
同
年
に
「
河
川
法
」
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
立
法
は
、
そ
れ
ま
で
事
実
上
戦
国
時
代
か
ら
続
い
て

き
た
低
水
工
事
主
体
の
治
水
政
策
を
大
転
換
し
、
連
続
堤

の
建
設
を
中
心
と
す
る
高
水
工
事
を
実
施
す
る
た
め
の
法

整
備
で
し
た
。
ま
た
激
化
す
る
土
砂
災
害
に
対
応
し
て
、

治
水
上
砂
防
を
旨
と
す
る
「
砂
防
法
」（
一
八
九
七
年
）

も
成
立
し
ま
し
た
。

同
時
に
国
土
保
全
を
重
視
す
る
気
運
も
高
ま
り
、
防
災

機
能
を
も
つ
森
林
そ
の
他
の
保
護
を
確
実
に
す
る
「
保
安

林
制
度
」
と
過
伐
・
乱
伐
の
禁
止
を
強
制
す
る
「
営
林
監

督
制
度
」を
二
本
柱
と
す
る「
森
林
法
」も
成
立（
一
八
九
七

年
）
し
ま
す
。
こ
れ
ら
三
つ
の
法
律
は
ま
と
め
て
「
治
水

三
法
」
と
呼
ば
れ
、
以
降
今
に
至
る
わ
が
国
の
国
土
保
全

政
策
の
根
幹
を
な
す
法
律
と
な
り
ま
し
た
。

治
水
三
法
の
成
立
は
、
わ
が
国
の
山
地
保
全
事
業
を
本

格
的
に
緒
に
付
け
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
山
地
保
全
事

業
は
、
砂
防
事
業
と
治
山
事
業
の
二
つ
か
ら
な
り
、
砂
防

事
業
は
事
業
地
の
下
流
の
生
命
・
財
産
を
保
全
対
象
と
し
、

治
山
事
業
は
健
全
な
森
林
・
山
地
を
維
持
・
回
復
さ
せ
る

こ
と
で
森
林
の
機
能
を
効
果
的
に
発
揮
さ
せ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
二
つ
は
あ
い
ま
っ
て
、
土
砂
災
害
防
止
と
と

も
に
十
七
世
紀
以
降
急
速
に
進
ん
だ
山
地
荒
廃
を
復
旧
さ

せ
、
衰
え
た
森
林
を
回
復
基
調
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
近
代
化
に
よ
る
国
土
開
発
や
長

い
戦
時
体
制
下
で
の
木
材
需
要
増
大
も
あ
り
、
森
林
行
政

の
全
体
は
次
第
に
木
材
生
産
を
重
視
す
る
方
向
に
進
み
ま

し
た
。
昭
和
時
代
に
は
森
林
鉄
道
が
普
及
し
、
山
奥
深
く

ま
で
及
び
ま
す
。
ま
た
、
人
口
急
増
に
よ
っ
て
里
山
も
酷

使
さ
れ
、
戦
時
色
が
強
ま
る
な
か
で
国
土
保
全
事
業
は
縮

小
し
、
軍
事
費
の
圧
迫
を
受
け
た
国
の
財
政
は
木
材
収
入

へ
の
依
存
を
深
め
た
の
で
、
こ
の
木
材
需
要
の
高
ま
り
が

再
び
過
伐
・
乱
伐
を
重
ね
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

復
興
需
要
か
ら
高
度
経
済
成
長
へ
、　

　

拡
大
造
林
の
時
代　

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
、
国
土
の
荒
廃
は
明
治
初
期
に

も
劣
ら
ぬ
も
の
で
し
た
。
し
か
も
戦
後
の
復
興
に
使
え
る

自
前
の
資
源
は
、
減
少
し
た
と
は
い
え
木
材
資
源
よ
り
他

に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
は
こ
ぞ
っ

て
「
な
ぜ
豊
富
な
木
材
資
源
を
戦
後
復
興
に
使
わ
な
い
の

か
」と
伐
採
を
促
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、国
有
林
で
は

戦
地
引
揚
者
を
ひ
ろ
く
受
け
入
れ
伐
採
を
促
進
し
ま
し
た
。

木
材
生
産
へ
の
期
待
は
さ
ら
に
高
ま
り
続
け
ま
す
。
住

宅
や
都
市
の
復
興
に
続
い
て
、
今
度
は
開
発
・
高
度
経
済

成
長
の
時
代
と
な
り
、
木
材
需
要
は
伸
び
続
け
る
一
方
で

し
た
。伐
っ
て
売
れ
ば
い
く
ら
で
も
儲
か
る
時
代
で
し
た
。

こ
れ
を
受
け
国
は
「
拡
大
造
林
」
の
政
策
を
進
め
ま
す
。

軌
道
・
林
道
を
敷
設
し
奥
地
林
を
大
規
模
に
伐
採
（
大
面

積
皆
伐
）
し
て
高
い
木
材
生
産
量
を
確
保
す
る
一
方
、
跡

地
に
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
苗
木
を
植
え

て
「
一
斉
林
」
を
出
現
さ
せ
る
。
こ
の
施
策
は
、
残
す
べ

き
天
然
林
を
〝
老
齢
過
熟
林
分
〞（
用
材
と
し
て
す
で
に

充
分
成
熟
し
、
む
し
ろ
老
化
し
て
い
る
森
林
）
と
み
な
し

て
伐
採
し
、
そ
の
跡
地
に
植
え
た
人
工
林
を
合
理
的
に
経

営
す
れ
ば
水
源
涵
養
機
能
も
含
め
た
森
林
の
公
益
的
機
能

も
高
ま
る
と
す
る
予
定
調
和
論
に
基
い
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
は
木
材
生
産
の
増
大
だ
け
を
目
指
す
も
の
で
し

た
。
こ
の
政
策
が
頂
点
に
達
し
た
の
は
林
業
基
本
法
が
成

立
し
た
（
一
九
六
四
年
）
ご
ろ
で
す
。

ま
た
、
同
じ
頃
河
川
法
が
改
正
さ
れ
、
河
川
整
備
の
目

的
に
水
資
源
利
用
が
加
え
ら
れ
、
巨
大
ダ
ム
が
次
々
着
工

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
、
河
川
事
業
も
高
度
経
済
成

長
を
支
え
る
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
伸

び
が
、
高
成
長
を
支
え
、
そ
れ
は
国
家
予
算
の
伸
び
に
そ

の
ま
ま
反
映
さ
れ
る
時
代
で
し
た
。
国
土
の
回
復
と
保
全

事
業
を
、
国
は
制
度
面
で
支
え
る
と
と
も
に
潤
沢
な
資
金

も
投
じ
た
の
で
す
。こ
う
し
て
山
地
保
全
事
業
は
制
度
面
、

資
金
面
で
飛
躍
的
に
進
展
し
、
技
術
の
進
歩
は
さ
ら
に
そ

れ
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
十
七
世
紀
以
来
三
百
年
以
上
続
い
て
き
た
山

地
の
荒
廃
、
森
林
の
衰
え
は
押
し
と
ど
め
ら
れ
、
つ
い
に

そ
れ
は
森
林
の
劇
的
な
回
復
へ
と
導
い
て
ゆ
く
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

　

森
林
依
存
か
ら
の
脱
却

↓
森
林
飽
和
へ　

次
に
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
一九
六
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
（
薪
炭
↓
石
炭
↓
石
油
↓
天
然
ガ
ス
）

と
肥
料
革
命
（
化
学
合
成
さ
れ
た
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
肥

料
の
使
用
）
で
す
。
地
下
資
源
の
利
用
は
、
里
山
・
森
林

に
依
存
し
て
い
た
農
業
と
暮
ら
し
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
変

え
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
二
千
年
以
上
も
続
い
た
日
本

の
稲
作
農
業
を
介
し
た
里
山
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
は
な
く

な
り
ま
し
た
。
人
間
の
利
用
を
受
け
な
く
な
っ
た
里
山
の
植

生
は
そ
の
後
、
生
態
遷
移
の
法
則
に
し
た
が
っ
て
奔
放
に
変

化
し
始
め
ま
し
た
。
か
く
し
て
草
地
に
は
樹
木
が
侵
入
し
、

森
の
樹
木
は
か
つ
て
な
い
勢
い
で
成
長
し
始
め
た
の
で
す
。

林
業
界
の
事
情
が
、
さ
ら
に
森
林
の
回
復
を
後
押
し
し

ま
し
た
。
拡
大
造
林
政
策
は
林
業
基
本
法
の
制
定
さ
れ
た

こ
ろ
を
頂
点
に
、
わ
が
国
の
木
材
供
給
と
経
済
発
展
に
貢

献
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
木
材
の
供
給
は
充
分
で
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
外
材
の
輸
入
が
始
ま
り
、
や
が
て
自
由
化

さ
れ
た
た
め
、
安
価
な
外
材
へ
の
依
存
は
た
ち
ま
ち
国
産
材

シリーズ
特別企画
《第3回》

　「森林飽和」（NHK books）の著者太田猛彦教授に聞くシリーズ第３回をお届けします。前号「第２回　森と人間
の関係史─中世から近代まで、森を使い尽くした日本」では、古代から中近世を経て近代に至るまで、日本人がい
かに深く森林・里山に関係し、その資源に依存して社会の営みをつくってきたのかを俯瞰しました。シリーズ最終
回となる第３回では、かつてなく衰えたはずの森林と里山が今、” 森林飽和” へと変貌した現代、真に持続可能な森
林と人間の関係を造り出すため、私たちは今何をいかにすべきかを、語っていただきます。

《第３回》 「護る森」と「使う森」─林業再生と木材利用はいかにあるべきか

新しいパラダイムへの転換が求められている

NHK books

著者

太田猛彦教授に聞く

「森林飽和」著者の太田猛彦教授。木材・合板博物館学びのコーナーで

◉森と木と人間の関係史についての一考

森林飽和
国土の変貌を考える　

シリーズ
特別企画 《第３回》 「護る森」と「使う森」─林業再生と木材利用はいかにあるべきか

　

森
林
荒
廃
を
ピ
ー
ク
に
導
い
た
、明
治
維
新
の
大
変
化　

明
治
維
新
の
大
変
化
は
山
に
も
及
び
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、
林
野
の
所
有
形
態
の
変
化
で
す
。
藩
政

時
代
の
林
野
の
所
有
は
、
大
ま
か
に
藩
有
林（
幕
藩
有
）、

村
有
林（
村
持
）、
民
有
林（
個
人
有
）と
さ
れ
て
い
た
の
で

す
が
、
山
の
管
理
や
使
用
収
益
面
で
は
農
民
の
自
給
的
利

用
が
主
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
実
態
は
た
て
ま
え
と
は
大

き
く
か
け
離
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
入
り
組
ん
だ
実
態
に

み
あ
っ
た
所
有
形
態
を
定
め
直
す
ま
で
、
明
治
政
府
は
長

い
時
間
を
要
し
た
の
で
す
。
明
治
二
年
の
版
籍
奉
還
か
ら
、

地
租
改
正
を
経
て
、
明
治
二
十
二
年
町
村
制
移
行
に
至
る

ま
で
の
間
、
林
野
の
「
官
民
有
区
分
」
は
混
乱
を
伴
い
な

が
ら
進
め
ら
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
一
時
期

を
経
て
、
今
日
に
至
る
林
野
所
有
の
大
枠
の
あ
り
方
が
決

ま
り
ま
し
た
が
、
こ
の
混
乱
は
乱
伐
も
も
た
ら
し
ま
し
た
。

明
治
維
新
後
の
も
う
一
つ
の
大
変
化
は
近
代
産
業
の
勃

興
で
す
。
政
府
は
欧
米
と
の
不
平
等
な
関
係
を
一
日
も
早

く
解
消
し
肩
を
並
べ
る
た
め
、
積
極
的
な
殖
産
興
業
を
推

し
進
め
ま
し
た
。
近
代
産
業
の
急
速
な
進
展
は
、
産
業
都

市
の
発
達
、
人
口
の
集
中
、
鉄
道
等
交
通
手
段
の
改
革
、

鉱
物
資
源
の
採
掘
な
ど
を
伴
い
ま
す
。
産
業
用
燃
料
は
ま

だ
薪
炭
に
依
存
す
る
時
代
で
し
た
し
、
建
築
資
材
の
需
要

も
ま
た
森
林
資
源
へ
の
依
存
を
一
層
深
め
る
要
因
と
な
り

ま
し
た
。

林
野
所
有
の
あ
り
方
の
混
乱
に
加
え
、
急
速
な
近
代
産

業
化
に
よ
る
資
源
需
要
は
、
森
林
の
乱
伐
を
も
た
ら
し
、

山
地
・
森
林
は
一
層
、
荒
廃
を
極
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
明
治
時
代
の
中
期
こ
そ
は
、
山
地
・
森
林
の
荒
廃
が

ピ
ー
ク
に
達
し
た
と
き
だ
と
言
え
ま
す
。

こ
の
頃
頻
発
し
た
豪
雨
災
害
は
、
こ
う
し
た
乱
伐
に
よ

る
森
林
荒
廃
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
す
。
豪
雨
に
よ
る
山

崩
れ
、
土
石
流
が
民
家
を
襲
い
、
民
間
か
ら
も
防
災
工
事

が
要
望
さ
れ
、
内
務
省（
土
木
寮
）は「
砂
防
」の
名
に
よ
る

府
県
と
合
同
の
山
腹
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま

し
た（
一
八
七
一
年
砂
防
法
五
箇
条（
民
部
省
達
第
二
号
））。

人間と森林の関係史に、
今こそ新たなパラダイムの転換を

「森林飽和─国土の
変貌を考える─」

（NHK books［11
93］）。現在7刷

［注記］
※１　低水工事（ていすいこうじ）：河川改修方式の一つ。舟運のための航路
維持などの利水を主眼とするもの。日本では明治中期に高水工事に転換する
まで、河川改修の中心。（広辞苑第6版）
※２　高水工事（こうすいこうじ）：河川改修方式の一つ。洪水防御を主眼と
するもの。築堤、流水断面積の増大、障害物の除去などの工事。（広辞苑第5版）
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て
い
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
す
。

﹇
人
工
林
の
荒
廃
と
林
業
の
衰
退
﹈

人
工
林
は
本
来
、
下
刈
り
、
除
伐
、
間
伐
、
枝
打
ち
、

つ
る
切
り
な
ど
の
手
入
れ
を
前
提
に
植
栽
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
放
置
さ
れ
れ
ば
荒
廃
す
る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
が
輸
入
材
に
よ
る
林
業
の
衰
退
に
あ
る
こ

と
は
前
述
し
た
と
お
り
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
地
下
資
源
を

原
料
と
す
る
い
わ
ゆ
る
代
替
材
の
影
響
は
言
わ
ず
も
が
な

の
こ
と
で
す
。

現
在
、
国
産
材
の
価
格
（
材
価
）
が
五
十
年
前
の
水
準

に
ま
で
落
ち
て
い
る
の
は
、
異
常
と
い
う
ほ
か
あ
り
ま
せ

ん
（
図
２
）。
国
産
材
の
生
産
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
は
非

常
に
小
さ
く
な
り
、
生
産
量
が
落
ち
て
、
五
年
ほ
ど
前
ま

で
の
日
本
の
木
材
自
給
率
は
二
〇
％
以
下
に
過
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
。
近
年
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
途
上
国
で
木
材
の
需

要
が
急
増
し
た
た
め
我
が
国
の
自
給
率
は
少
し
上
昇
し
て

い
ま
す
が
、
正
常
な
林
業
経
営
を
可
能
に
す
る
に
は
ほ
ど

遠
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。林
業
不
振
の
長
く
続
い
た
結
果
、

林
業
技
術
者
が
減
少
し
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
も
林
業
建

て
直
し
の
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

需
要
を
減
退
さ
せ
、
林
業
を
全
体
と
し
て
衰
退
に
向
か
わ

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
然
保
護
運
動
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
、

奥
山
で
の
伐
採
も
減
り
、
そ
の
後
の
国
内
林
業
の
不
振
は
半

世
紀
を
経
た
現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
一方
で
、
拡
大
造
林

に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
人
工
林
は
成
長
し
、
伐
採
す
べ
き
樹

齢
に
達
し
て
い
ま
す
。

も
う
一度
、
前
章
で
紹
介
し
た
図
（
図
１
）
を
見
て
み
ま

し
ょ
う
。
昭
和
時
代
後
期
か
ら
平
成
時
代
に
か
け
て
日
本
の

植
生
が
劇
的
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。
荒

廃
山
地
や
採
草
地
・
焼
畑
、
薪
炭
林
も
な
ど
は
完
全
に
姿

を
消
し
、
代
わ
っ
て
人
工
林
の
面
積
が
一
千
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

超
し
、
森
林
面
積
全
体
の
四
〇
％
に
及
ん
で
い
ま
す
。
森
林

の
総
蓄
積
量
も
過
去
四
〇
年
間
に
二
倍
に
、
人
工
林
は
四

倍
以
上
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
日
本
の
森
林
は
わ
ず
か
半
世
紀
の
間
に
劇
的

な
変
化
を
遂
げ
、
現
在
日
本
の
森
林
は
四
百
年
ぶ
り
の
豊

か
な
緑
に
満
ち
て
い
ま
す
。
今
、
私
た
ち
は
日
本
の
森
林
の

極
め
て
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
変
化
に
直
面
し
て
い
る
の
で
す
。

　

何
が
起
き
て
い
る
の
か

―
森
林
飽
和
の
副
作
用　

森
林
の
量
は
増
え
ま
し
た
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
安
心

で
き
る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

か
つ
て
の
里
山
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
道
端
か

ら
見
え
る
森
は
、
名
も
知
ら
ぬ
草
や
潅か
ん
ぼ
く木
が
密
生
し
、
背

丈
以
上
の
サ
サ
で
覆
わ
れ
一
歩
も
中
へ
入
れ
な
い
。〝
懐

か
し
い
〞
里
山
の
風
景
と
は
大
違
い
で
す
。
こ
う
な
る
の

も
も
っ
と
も
な
こ
と
で
、
人
は
そ
れ
ら
を
刈
り
取
っ
た
り

伐
っ
た
り
す
る
必
要
も
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
に
放
置
し

て
い
る
だ
け
で
、
草
木
は
の
び
の
び
と
成
長
し
て
い
る
に

過
ぎ
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
今
度
は
、
か
つ
て
毎
日
の
よ

う
に
人
が
入
り
込
み
木
や
草
を
採
取
し
て
い
た
森
に
入

り
込
め
な
く
な
っ
て
、「
里
山
が
荒
れ
て
い
る
」
と
言
わ

れ
る
現
状
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

で
は
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど
人
工
林
は
ど
う
か
。
林
業
の

衰
退
は
、
人
工
林
を
手
入
れ
す
る
経
費
を
捻
出
で
き
ず
、

間
伐
遅
れ
の
人
工
林
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
手
入
れ
を
前

提
と
す
る
森
が
手
入
れ
な
し
に
放
置
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ま

た
「
荒
れ
る
」
の
は
当
然
な
こ
と
で
、
荒
れ
た
人
工
林
は

黙
々
と
そ
の
蓄
積
を
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

奥
山
は
ど
う
か
。
奥
山
で
か
つ
て
大
規
模
な
伐
採
が
行

わ
れ
た
の
は
拡
大
造
林
時
代
以
降
の
こ
と
で
す
。
道
路
が

で
き
、
舗
装
さ
れ
、
登
山
や
観
光
で
人
が
入
り
や
す
く
な

り
、
工
場
や
自
動
車
の
排
ガ
ス
が
山
奥
に
ま
で
及
び
、
奥

山
の
生
物
多
様
性
は
人
為
的
悪
影
響
を
受
け
て
衰
え
始

め
て
い
ま
す
。「
奥
山
が
荒
れ
て
い
る
」
の
も
確
か
で
す
。

つ
ま
り
、
戦
後
数
十
年
間
を
通
し
た
森
林
の
回
復
と

は
、
実
際
に
は
〝
量
的
〞
に
回
復
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
の
実
態
は
新
し
い
荒
廃
と
も
呼
べ
る
も
の
で
す
。
こ
の

森
林
を
〝
質
的
〞
に
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
多
く
の
問
題

が
待
ち
構
え
て
い
る
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

﹇
里
山
の
奥
山
化
﹈

里
山
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
里
山
の
農
用
林
や

薪
炭
林
は
明
治
時
代
以
来
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
な

ど
の
人
工
林
に
少
し
ず
つ
転
換
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
（
初

期
の
「
拡
大
造
林
」）
が
、
残
さ
れ
た
部
分
は
前
述
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
革
命
、
肥
料
革
命
が
進
ん
だ
一
九
六
〇
年
代
以

降
、
基
本
的
に
は
放
置
さ
れ
た
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
里

山
の
象
徴
だ
っ
た
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
は
大
木
に
な
り
、
低

木
の
ア
オ
キ
や
ヒ
サ
カ
キ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
里
山
で
照
葉
樹
林
が
成
長
す
る
と

暗
い
森
に
な
り
ま
す
。
い
ま
や
里
山
の
一
部
と
化
し
て
い

る
人
工
林
も
手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
薄
暗
く
な
り
、
人
の

立
ち
入
り
を
阻
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、竹
林
が
は
び
こ
り
、

里
山
を
登
り
始
め
、
過
密
に
な
っ
た
放
置
竹
林
も
各
地
で

問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
生
態
遷
移
の
進

行
は
つ
ま
り
、〝
里
山
の
奥
山
化
〞
を
意
味
し
ま
す
。
人

が
森
林
資
源
を
利
用
し
な
く
な
れ
ば
奥
山
化
が
進
む
の

は
必
然
で
、
本
来
は
奥
山
に
い
る
は
ず
の
動
物
が
里
山
ま

で
出
て
き
て
し
ま
う
の
も
当
然
で
す
。
近
年
、
シ
カ
や
サ

ル
、
と
き
に
は
ク
マ
ま
で
が
里
山
近
く
の
住
宅
街
に
現
れ

図３　治山事業100年を迎えて（「森林飽和」掲載の図及び太田氏提供による資料を参考に編集委員会で作成）

図２　国産材の材価の変遷
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過去半世紀の間に、森林の量は２倍半に増加している

｝治水三法の成立

・森林治水事業（農商務省所管治水事業）森林治水事業（農商務省所管治水事業）
　　荒廃林地復旧事業（第1期は荒廃地復旧補助事業）
・地盤保護植樹・地盤保護工事（→治山事業）
　　災害防止林業施設（第2期より）
・海岸砂防造林・地すべり防止事業
・砂防事業（内務省所管治水事業）

・治山事業・砂防事業の本格的執行／奥山の森林伐採／第2次世界大戦及び戦後の混乱
　　→ある程度の成果を上げるも戦争の激化で中断
・森林経営

・工業化社会・都市社会へ山地開発も
・たび重なる災害→梅雨前線豪雨狩野川台風（1958）、伊勢湾台風（1959）

・戦争による国家の疲弊／木材供出里山開墾
・戦後も農業国／里地・里山システムに依存
・戦後復興と木材需要の増大→大面積皆伐と拡大造林（奥山の人工林化）
　　→後に林業基本法成立(1964)

・海岸林の造成完了・海岸林の造成完了
・山腹緑化の成功
・土砂コントロールの進展／地すべり対策の進展→森林の回復、土石流災害など山地の土砂災害の軽減土砂コントロ ルの進展／地す り対策の進進展 森林の回復、土石流災害な
・森林資源の充実

山
地
保
全
事
業
奮
闘闘
期
（
明
治
時
代
中
期
〜〜
昭
和
時
代
前
期
）

第
１
期
（1

9
1
1

年年
〜
）
第
２
期
（1

9
3
8

年
〜
）
治
水
事
業

荒
廃
修
復
期
（
昭
和
時
代
後
期
）

国
土
保
全
事
業
の
進
展

森
林
回
復
期
（
平
成
時
代
〜
）

〝
治
山
治
水
〞
は
成
功
し
た
か

・治水政策の転換と河川法の成立：高水工事＜治水の革命＞
・砂防法の成立とアルプス砂防技術の導入
・森林法の成立と保安林制度

治
山
事
業
１
０
０
年

◉日本の森林は400年ぶりの緑を回復している日本 森林 年 緑 回復◉日本の森林林は400年ぶりの
　　　　　　　　　…森林はもはや荒廃していない!?　　　　　　　　　…森林はもは

治山（砂防）事業の成果に加えて地下資源への転換治山（砂防）事業の成果

1873（明治6）「官民有区分」1873（明治6）「官民有区分」

1889（明治22）「民有林引戻処分」1889（明治22）「民有林引戻処分」

1896（明治29）「河川法」1896（明治29）「河川法」
1897（明治30）「砂防法」「森林法」1897（明治30）「砂防法」「森林法」

1964（昭和39）「林業基本法」「河川法改正」19644（昭和39）「林業基本1964（昭和39）「林業基本法」「河川法改正」
1961（昭和36）「農業基本法」1961（昭和36）「農業基本法」
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シリーズ
特別企画 《第３回》 「護る森」と「使う森」─林業再生と木材利用はいかにあるべきか

図１　森林利用及びその他土地利用の変遷（森林飽和」掲載の図を参考に改編）
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﹇
自
然
林
の
放
置
と
生
物
多
様
性
の
危
機
﹈

奥
山
を
中
心
と
し
た
自
然
林
（
天
然
林
・
天
然
生
林
）

は
ど
う
か
？　

こ
こ
で
は
異
常
繁
殖
し
た
シ
カ
に
よ
る
食

害
が
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
カ
が
下
草
や
潅か

ん
ぼ
く木

を
食

べ
尽
く
し
て
し
ま
い
、
絶
滅
危
惧
種
な
ど
貴
重
な
動
植
物

を
絶
滅
寸
前
に
追
い
や
っ
て
し
ま
い
、
植
生
は
残
っ
て
も

シ
カ
の
好
ま
な
い
種
ば
か
り
で
構
成
さ
れ
る
森
と
な
っ
て

し
ま
う
。
森
林
の
多
様
な
生
態
系
の
保
全
は
、
人
の
手
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
自
然
は
そ
の
ま
ま

放
っ
て
お
く
の
が
一
番
良
い
」
と
い
う
考
え
方
を
捨
て
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

量
的
に
は
豊
か
だ
が
、
質
的
に
は
こ
の
よ
う
な
問
題
を

抱
え
た
日
本
の
森
林
。
さ
て
、
私
た
ち
は
こ
の
日
本
の
森

林
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
？

林
業
界
で
は
二
〇
〇
九
年
に
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ

ン
」
が
提
案
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
か
ら
実
行
段
階
に
入
っ

て
い
ま
す
。

明
治
時
代
の
近
代
化
以
降
、
日
本
の
森
林
行
政
は
三
つ

の
曲
が
り
角
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

第
一
は
、
一
八
九
七
年
の
国
土
保
全
政
策
の
推
進
を
柱

と
し
た
森
林
法
の
制
定
で
、
こ
れ
は
前
述
の
治
水
三
法
の

一
翼
を
担
う
も
の
で
し
た
。

第
二
は
、
一
九
六
四
年
の
林
業
基
本
法
の
制
定
で
、
河

川
法
改
正
（
一
九
六
四
年
）
や
農
業
基
本
法
（
一
九
六
一

年
）
と
と
も
に
高
度
経
済
成
長
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。

そ
し
て
第
三
は
、
二
〇
〇
一
年
の
森
林
・
林
業
基
本
法

の
制
定
で
す
。
こ
れ
は
、
地
球
環
境
問
題
を
克
服
し
て

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
を
主
眼
と
す
る
、
ま
っ
た
く

新
し
い
概
念
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
、
河
川
事
業
に
正

式
に
環
境
保
全
事
業
を
組
み
込
ん
だ
新
河
川
法
の
改
正

（
一
九
九
七
年
）、
農
業
・
農
村
の
持
続
可
能
な
発
展
を
目

指
し
た
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
と
と
も
に
持
続
可
能

な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
法
律
で
す
。
な
か
で
も
、「
森

林
整
備
の
第
一
目
的
は
森
林
の
多
面
的
機
能
の
持
続
的
な

発
揮
で
あ
る
」
と
し
た
森
林
・
林
業
基
本
法
は
、
国
民
の

要
求
に
主
導
さ
れ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は

画
期
的
で
す
。
こ
の
法
律
の
制
定
さ
れ
る
三
年
前
、
当
時

二
兆
八
千
億
円
も
の
巨
大
赤
字
を
抱
え
て
い
た
国
有
林
経

営
が
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る
か
た
ち
で
抜
本
的
に
改
革

さ
れ
、
こ
の
議
論
の
延
長
上
に
森
林
・
林
業
基
本
法
は
制

定
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
か
え
っ
て
埋
没
し
た
感
の
あ

る
木
材
生
産
機
能
を
立
て
直
す
も
の
と
し
て
立
案
さ
れ
た

の
が
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン

は
川
上
（
木
材
生
産
）
か
ら
川
下
（
需
要
）
ま
で
を
含
む
、

幅
広
い
改
革
・
活
性
化
案
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
困
難

を
抱
え
な
が
ら
現
在
、
実
施
途
上
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

ひ
と
り
林
業
だ
け
に
限
る
問
題
で
は
な
く
来
る
べ
き
未
来

に
お
い
て
、
い
か
に
持
続
可
能
な
社
会
を
築
い
て
い
く
の

か
と
い
う
人
類
的
課
題
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
今
私
た
ち
を
悩
ま
し
て

い
る
花
粉
症
は
、
拡
大
造
林
時
代
の
つ
け
が
廻
っ
て
き
た

も
の
で
す
。か
つ
て
、拡
大
造
林
は
林
業
を
ば
ら
色
に
彩
る

事
業
で
し
た
。当
時
、そ
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
造
林
が
花
粉

症
問
題
と
な
っ
て
人
々
を
悩
ま
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
な

ど
と
は
誰
も
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
す
。
で
は
、
そ

の
解
決
は
？　

い
ま
や
壮
齢
期
に
達
し
、
花
粉
を
大
量
に

飛
ば
し
て
い
る
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
て
木
材
生
産
を
活

発
に
し
、
そ
の
跡
地
に
新
た
に
花
粉
症
の
心
配
の
な
い
樹

木
を
植
え
、有
効
な
人
工
林
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

花
粉
症
問
題
の
究
極
的
解
決
の
道
で
す
。
そ
れ
は
、
森
林

と
人
間
と
の
持
続
可
能
な
関
係
を
築
い
て
い
く
、
そ
う
し

た
取
り
組
み
と
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
意
味
と
実
効
性
を
有
す
る
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。

考
え
て
み
れ
ば
、
私
た
ち
日
本
人
は
つ
い
半
世
紀
前
ま

で
森
を
頼
り
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
森
が
な
け
れ
ば
生
き

て
こ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
だ
け
の
文
化
を
築

く
こ
と
さ
え
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
森
の
惠
み
を
ま
っ
た

く
放
棄
し
て
、
地
下
資
源
だ
け
に
頼
ろ
う
と
す
る
の
も
じ

つ
に
極
端
に
過
ぎ
る
転
換
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
か
つ
て
の
森
林
荒
廃
時
代
に
戻
る
こ
と
な
く
、
森

林
を
適
切
に
保
存
し
、
利
用
し
な
が
ら
暮
す
こ
と
こ
そ
縄

文
時
代
以
来
の
森
の
民
・
日
本
人
の
伝
統
で
あ
り
使
命
で

は
な
い
か
と
、
思
う
の
で
す
。

　

私
の
提
案

―
森
林
の
原
理
、新
し
い
森
林
の
原
理　

森
林
・
林
業
基
本
法
の
制
定
に
関
連
し
て
、
日
本
学
術

会
議
は
農
林
水
産
大
臣
の
諮
問
に
対
し
て
、
二
〇
〇
一
年

に
森
林
の
多
面
的
機
能
の
評
価
等
に
つ
い
て
答
申
し
ま
し

た
。
私
は
答
申
の
作
成
に
あ
た
り
、
森
林
の
多
面
的
機
能

を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
「
森
林
と
人
間
に
関
す

る
『
森
林
の
原
理
』」
を
示
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
議
論
す

る
よ
う
提
案
し
、
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
原
理
は
環
境

原
理
、
文
化
原
理
、
物
質
利
用
原
理
の
三
つ
の
サ
ブ
原
理

か
ら
な
り
、
た
と
え
ば
森
林
の
環
境
保
全
機
能
を
地
球
環

境
史
の
中
で
の
森
林
の
役
割
を
含
め
て
検
討
し
、
こ
れ
に

日
本
人
の
歴
史
的
な
森
林
と
の
関
わ
り
方
と
も
関
係
付
け

て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
視
座
は
国
連
の

ミ
レ
ニ
ア
ム
生
態
系
評
価
で
二
〇
〇
四
年
に
提
案
さ
れ
た

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
説
明
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
も
多

い
。
つ
ま
り
、
二
十
一
世
紀
の
森
林
管
理
の
原
則
す
な
わ

ち
「
多
面
的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
」
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

対
立
す
る
要
素
を
含
ん
だ
三
つ
の
サ
ブ
原
理
を
同
時
に
バ

ラ
ン
ス
よ
く
発
揮
さ
せ
続
け
る
こ
と
に
あ
る
、
と
し
た
も

の
で
す
。

こ
の
後
私
は
、
地
下
資
源
を
利
用
し
て
築
か
れ
た
現
代

文
明
の
本
質
を
森
林
の
視
点
か
ら
考
察
し
、「
新
し
い
森

林
の
原
理
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
私
た
ち
人

類
が
生
き
る
地
球
表
面
の
生
物
圏

―
地
球
表
面
の
き
わ

め
て
薄
っ
ぺ
ら
の
空
間

―
が
、
四
十
六
億
年
に
及
ぶ
地

球
環
境
の
進
化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
過
程
で
、
不

必
要
な
も
の
と
し
て
地
下
に
廃
棄
し
た
も
の
（
閉
じ
込
め

た
も
の
）
が
地
下
資
源
な
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
地
下

資
源
の
利
用
は
地
球
環
境
の
進
化
の
方
向
に
逆
行
す
る
行

為
と
も
み
な
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
持

続
可
能
な
社
会
で
は
地
上
資
源
の
源
で
あ
る
現
太
陽
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
最
大
限
利
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
ま

し
た
。
主
張
し
た
か
っ
た
の
は
、
木
材
資
源
を
利
用
す
る

こ
と
は
、
単
に
そ
れ
が
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
あ

る
と
か
、
化
石
燃
料
を
代
替
す
る
と
か
い
う
意
味
を
超
え

て
、
も
っ
と
深
い
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
二
つ
の
森
林
原
理
を
ご
く
簡
便
に
表
に
示
し
て
み
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
例
え
ば
、
木
造
住
宅
を
建
て
る
と
い
う

こ
と
は
、
木
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
家
に
住
み
た
い
と
か
、

林
業
を
復
興
さ
せ
て
山
村
経
済
の
活
性
化
に
役
立
つ
ば
か

り
で
な
く
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
役
立
ち
、
身
近
な
花

粉
症
対
策
に
も
な
り
得
る
、
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
に
身
近

な
問
題
の
解
決
に
も
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
と
い
う

人
類
の
課
題
に
不
可
欠
な
行
動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主

張
し
た
か
っ
た
の
で
す
。（
図
４
）

二
〇
〇
四
年
に
私
は
「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
森
林
の

管
理
と
利
用
」
と
題
し
て
、
流
域
圏
の
な
か
で
の
森
林
の

役
割
や
、
日
本
の
森
林
の
変
遷
・
現
状
を
理
解
し
た
う
え

で
の
「
森
林
の
原
理
」、「
新
し
い
森
林
の
原
理
」
に
も
と

づ
く
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
提
案
は
今
も
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
森
を
つ
く
る

―
「
護
る
森
」と「
使
う
森
」　

森
林
の
管
理
を
よ
り
具
体
的
に
考
え
る
場
合
の
キ
ー
概

念
と
し
て
、
森
に
は
「
護
る
森
」
と
「
使
う
森
」
の
二
つ

が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま

す
。（
図
５
）

﹇
護
る
森
﹈

「
護
る
森
」
の
第
一
は
、
生
物
多
様
性
保
全
を
必
要
と

す
る
貴
重
な
動
植
物
の
棲
む
森
で
す
。
す
で
に
大
半
が
森

林
生
態
系
保
護
地
域
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
護
る

基
本
は
、
そ
の
地
域
を
護
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
コ
ア

ゾ
ー
ン
と
し
て
、
そ
の
周
囲
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
も
併

せ
て
保
存
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
取
り
囲
む
人
工
林
な
ど
の

管
理
も
第
二
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
役
立
つ
よ
う

に
管
理
す
べ
き
で
す
。

「
護
る
森
」
の
第
二
は
、
急
斜
面
や
高
標
高
地
に
多
い

土
砂
災
害
を
発
生
し
や
す
い
森
で
す
。
多
く
は
保
安
林
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
工
林
の
中
に
そ
の
よ
う
な
場

所
が
あ
る
場
合
も
あ
り
、
そ
う
し
た
エ
リ
ア
は
禁
伐
林
と

す
べ
き
で
す
。

そ
し
て
第
三
は
、第
二
と
同
様
の
地
域
に
あ
る
水
源
を
護

る
た
め
の
森
で
、こ
こ
で
も
原
則
伐
採
禁
止
が
妥
当
で
す
。

﹇
使
う
森
﹈

「
使
う
森
」
は
人
工
林
で
す
。
こ
こ
で
も
常
に
森
林
の

多
面
的
機
能
を
意
識
し
た
取
り
扱
い
が
必
要
で
す
。
森

林
・
林
業
基
本
法
第
九
条
「
森
林
所
有
者
等
の
責
務
」
に

も
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
こ
と
は
「
森
林
・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
実
施
す
る
場
合
に
も
肝
に
銘
じ
て

欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
従
来
の
水
源
林
の
大
部
分
は
森
林

が
劣
化
し
て
い
た
時
代
に
比
べ
る
と
、
現
在
は
ほ
ぼ
水
源

涵
養
機
能
を
取
り
戻
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
く
、
一
方
で

成
長
し
た
森
は
水
を
大
量
に
消
費
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て

こ
う
し
た
森
で
は
積
極
的
に
木
材
生
産
も
行
う
べ
き
な
の

で
す
。
森
林
施
業
に
あ
た
っ
て
は
林
床
の
攪
乱
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
、
こ
の
原
則
を
守
れ
ば
災

害
を
被
る
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

「
使
う
森
」
の
最
後
は
、
今
は
見
放
さ
れ
て
い
る
里
山

日本人の文化や民俗性も、長い間の森林
との関わりで形成された。
すなわち、森林は日本人の「こころ」に
も影響を及ぼしている。

木材の生産は、光合成生産物の最も効率
的な（直接的）利用法である。しかし、
物質を森林の外に取り出す利用は、森林
環境原理とトレード・オフの関係にある。

持続可能な社会では森林の環境原理が最
大限生かされる

日本人の文化や民俗性も、長い間の森
林との関わりで形成された。
すなわち、森林は日本人の「こころ」
にも影響を及ぼしている。
持続可能な社会を「こころ」の面から
支える役割を果たす。

木材の生産は、光合成生産物の最も効率
的な（直接的）利用法である。しかし、
物質を森林の外に取り出す利用は、森林
環境原理とトレード・オフの関係にある。
持続可能な木材生産を行えば、木材は現
太陽エネルギーの産物であり、持続可能
な社会における本源的資源である。

環境原理環境原理

文化文化原理原理文化原理文化原理文化原理

物質物質利用利用原理原理物質利用原理物質利用原理

生物多様性の保全

森林セラピー 環境教育

木材利用の家作り 木質バイオマスを活かす

森林は、地形・地質・気候とともに陸域の自然
環境を構成する要素の一つであり、しかも生命
活動を行っている要素である。さらに、人類が
生存している地球上の現環境は、森林が地球上
に初めて出現した約４億年前から、陸域に森林
が存在することを前提として、少しずつ形成さ
れたものである。森林の中から生まれ出た人類
にとって、とくにかっての森の民・日本人に
とって、それは生存そのものを保障する基盤の
一部でもある。したがって、生活のほとんどの
場面で森林が有益なのは当然である。

「森林の原理」「森林の原理」 新しい「森林の原理」新しい「森林の原理」

シリーズ
特別企画 《第３回》 「護る森」と「使う森」─林業再生と木材利用はいかにあるべきか

図４　森林の原理と、新しい森林の原理（「森林飽和」掲載の図を参考に作成）
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を
役
に
立
つ
森
に
変
え
る
こ
と
で
す
。
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の

森
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
、
教
育
の
森
な
ど
と
し
て

利
活
用
し
た
残
り
は
木
材
生
産
林
と
し
て
循
環
利
用
し
、

低
炭
素
社
会
に
貢
献
す
べ
き
で
す
。（
図
６
）

こ
の
よ
う
に
森
に
は
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
活
か
し
方
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
、
当
該
地
域
の
森
の
特
徴
を
科

学
的
に
調
査
し
、「
森
林
の
機
能
の
階
層
性
」
に
考
慮
し

な
が
ら
、
関
係
者
の
合
意
形
成
を
経
て
例
え
ば
市
町
村
森

林
整
備
計
画
上
で
森
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
（
区
分
）
を
行
い
、

各
々
適
切
な
施
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
「
森
林
の
機
能
の
階
層
性
」
と
は
、
あ
る
森

に
ど
の
よ
う
な
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
か
を
考
え
る
と
き
、

私
た
ち
の
自
由
意
志
で
決
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
立

地
条
件
に
よ
っ
て
お
の
ず
と
発
揮
さ
せ
る
べ
き
機
能
の
順

番
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

森
林
と
人
間
の
関
係　

求
め
ら
れ
る
新
パ
ラ
ダ
イ
ム　

　

―
歴
史
的
発
想
の
転
換　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
森
林
管
理
に
は
、
そ
の
す
べ
て
を

森
林
・
林
業
関
係
者
や
山
村
の
人
々
だ
け
に
ゆ
だ
ね
る
と

い
う
の
で
は
な
し
に
、
国
民
全
体
か
ら
の
支
援
や
合
理
的

な
助
成
制
度
が
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。

結
局
、
新
し
い
森
づ
く
り
と
は
、
ふ
た
た
び
私
た
ち
の

役
に
立
つ
森
づ
く
り
な
の
で
す
。
森
は
保
護
す
る
だ
け
で

は
不
充
分
な
の
で
あ
り
、
手
入
れ
が
必
要
で
あ
り
、
で
き

る
限
り
使
う
べ
き
も
の
な
の
で
す
。
森
林
の
多
面
的
機
能

を
総
合
的
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社
会
に

貢
献
で
き
る
の
で
あ
り
、
役
に
立
つ
森
づ
く
り
と
は
そ
の

よ
う
な
も
の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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日
本
人
は
何
千
年
に
も
わ
た
っ
て
森
を
使
い
続
け
て
き

ま
し
た
。そ
の
森
を
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
新
た
な
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
で
合
理
的
に
利
用
し
育
て
て
人
類
社
会
に
貢

献
す
る
の
は
、私
た
ち
日
本
人
の
務
め
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※

こ
れ
か
ら
の
国
土
環
境
管
理
に
は
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち

が
目
指
す
べ
き
持
続
可
能
な
社
会
と
は
何
か
と
い
う
こ

と
、
ま
た
現
代
の
日
本
社
会
が
人
口
減
少
社
会
で
あ
る
こ

と
へ
の
正
し
い
認
識
の
共
有
を
必
要
と
し
ま
す
。（
図
７
）

私
が
こ
こ
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
国
土
と
森
を
考
え

る
う
え
で
の
基
本
認
識
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。
き
た
る
べ

き
山
地
・
森
林
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、個
人
が
提
案
す
る

具
体
案
だ
け
で
は
お
の
ず
と
手
に
余
る
問
題
で
あ
る
こ
と

は
、も
ち
ろ
ん
承
知
の
う
え
で
持
論
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。

何
千
年
に
も
わ
た
る
森
林
と
人
間
と
の
関
係
。
こ
れ
を

抜
本
的
に
見
直
す
べ
き
と
き
で
す
。
ま
さ
に
新
し
い
パ
ラ

ダ
イ
ム
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
幅
広
い
議
論
、

知
見
の
集
約
、
大
き
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
獲
得
へ
の
粘
り
強

い
努
力
、
行
政
民
間
の
一
体
と
な
っ
た
力
が
必
要
で
す
。

拙
著
「
森
林
飽
和
」
が
、
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
こ
れ
に
勝

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
シ
リ
ー
ズ
終
回
に
あ
た
っ
て
】
編
集
委
員
会

こ
の
シ
リ
ー
ズ
企
画
「
太
田
猛
彦
教
授
に
聞
く
（
全
３

回
）
は
、
太
田
猛
彦
先
生
へ
の
２
度
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
及

び
先
生
の
著
書
「
森
林
飽
和
」
に
拠
っ
て
い
ま
す
。
太
田

先
生
は
森
林
水
文
学
、
砂
防
工
学
、
森
林
環
境
学
を
専
門

と
さ
れ
、
著
書
「
森
林
飽
和
」
は
国
土
環
境
、
国
土
防
災

の
視
点
か
ら
、
事
象
を
ひ
ろ
く
取
り
扱
っ
て
論
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
防
災
上
の
大
問
題
で
あ
る
土
砂
災
害
等
に

つ
い
て
は
、
大
き
な
比
重
で
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
シ
リ
ー
ズ
企
画
は
、
こ
の
な
か
か
ら
主
に
森
林
・

林
業
に
関
係
す
る
部
分
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
内
容
で
あ
る

こ
と
を
、読
者
の
皆
さ
ん
に
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
ま
す
。

関
心
が
お
あ
り
の
方
に
は
ぜ
ひ
書
店
で
本
書
を
手
に
し
て

み
て
下
さ
い
。
ま
た
、
先
生
ご
自
身
の
手
に
な
る
「
太
田

猛
彦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
は
先
生
の
新
た
な
提
言
、
解
説

が
更
新
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※

森
林
、
林
業
、
木
材
生
産
（
そ
れ
に
伴
う
文
化
）
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
意
見

が
出
さ
れ
、
ま
た
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
誌
「
木
と
合

板
」
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
の
企
画
を
適
宜

こ
こ
ろ
が
け
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
読
者
の
皆
さ
ん
と
共

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1980

順位
災害防止
温暖化防止
水資源涵養
大気浄化・騒音緩和
保健・休養
木材生産
野生動植物
野外教育
林産物生産

1位
2位
3位
4位
5位
6位
7位
8位
9位

1986 1993 1999 2003 2007 2011（年）

▶まず、都市域を含め、あらゆる場所でみどりを増やす
▶「護る森」と「使う森」を意識して、流域圏の森林をゾーニング（地域区分）し、
　それぞれで適切な管理をおこなう

護る森護る森
①生物多様性保全林（例：森林生態系保全地域）
②土砂災害防止林・土壌保全林（急斜面・高標高地の森林）
③従来型の水源林（急斜面・高標高地の森林）

使う森使う森
④木材生産林
⑤水源涵養・木材生産兼務林（土壌が安定した水源林）
⑥保健・レクリエーション林・教育林など（従来の里山の一部）

▶森林の機能の “階層性” を考慮してゾーニングする
▶水源林、里山の “森林” などで使う森を拡大する

森林の多面的機能

具体的な森林管理の枠組み具体的な森林管理の枠組み

シリーズ
特別企画 《第３回》 「護る森」と「使う森」─林業再生と木材利用はいかにあるべきか

図５　具体的な森林管理の枠組み

図６　国民が森林に期待する働き

図７　持続可能な社会のイメージ

ふ
た
た
び
私
た
ち
の
役
に
立
つ
森
づ
く
り

太田猛彦氏のプロフィール　
【略歴】 1941年 東京都生まれ
 1971年 東京大学農学部林学科卒業
 1978年 同大学院農学系研究科修了（農学博士）、東京大学農学部助手
 1980年 東京農工大学農学部講師
 1985年 同助教授
 1990年 東京大学農学部教授
 2003年 東京大学名誉教授、東京農業大学地域環境科学部教授
  （2007年より特任教授、2009年退職）
【元職】 日本学術会議会員、日本森林学会会長、砂防学会会長、日本緑化工学会会

長、水文・水資源学会副会長、林政審議会委員、東京都森林審議会会長など
【現職】FSCジャパン議長、かわさき市民アカデミー学長など 

主な著書／「森林飽和」、「農林水産業の技術者倫理」（編著）、「森林の機能と評価」
（分担執筆）、「宮川環境読本」（編著）、「水の事典」（編著）、「森と水と
土の本」、「渓流生態砂防学」（編著）、「水と土をはぐくむ森」など

http://ohtatakehiko.web.fc2.com/「太田猛彦ホームページ」



竹
中
大
工
道
具
館
は
、
東
海
道
・
山
陽
新
幹

線
「
新
神
戸
」
駅
か
ら
歩
い
て
３
分
、
神
戸
市

中
央
区
熊
内
町
に
あ
り
ま
す
。
和
風
の
門
構
え

の
前
に
立
つ
と
、
大
工
道
具
館
の
屋
根
ご
し

に
六
甲
山
塊
の
深
い
緑
が
迫
り
、
新
幹
線
の

駅
近
く
と
は
思
え
な
い
閑
静
な
佇
ま
い
で
す
。

枯か
れ
さ
ん
す
い

山
水
の
庭
園
に
囲
ま
れ
た
地
上
１
階
建
て
、

地
下
２
階
の
建
物
は
、
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
和

風
の
趣
。
玄
関
ロ
ビ
ー
は
、
ほ
の
か
に
木
の
香

が
漂
う
、
癒
し
の
空
間
で
す
。

館
長
に
就
任
さ
れ
る
前
は
、
竹
中
工
務
店
で

設
計
畑
を
長
く
歩
い
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
赤
尾

建
藏
氏
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、

日
本
の
大
工
道
具
が
消
え
て
し
ま
う

│
大
工
道
具
館
設
立
の
由
来
か
ら
お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
？

竹
中
大
工
道
具
館
は
1
9
8
4
年
に
神
戸
市

中
山
手
に
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
に
移
転
し

新
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
の

は
2
0
1
4
年
で
す
。

日
本
に
電
動
工
具
が
登
場
し
た
の
が
今
か
ら

60
数
年
前
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
ず
っ
と
手
道
具

の
時
代
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の
手
道

具
が
消
え
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
た
の
が
、
私
ど
も
竹
中
工
務
店
先
代
会

長
の
竹
中
練
一
で
す
。
手
道
具
を
使
う
大
工
さ

ん
の
精
神
、
そ
れ
を
つ
く
る
道
具
鍛
冶
、
そ
の

技
と
心
を
後
世
へ
の
民
族
遺
産
と
し
て
遺
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
…
…
と
い
う
こ
と
で
大
工
道

具
の
博
物
館
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
ど
も
は
肝
心
の
大
工
道
具
は
持

っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
企
業
博
物
館
と
い

え
ば
、
製
品
展
示
な
ど
業
績
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
並
べ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
私
ど
も
は
建
築
物

は
つ
く
れ
て
も
、
大
工
道
具
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
な
か
っ
た
。そ
こ
で
一
念
発
起
、全
国
の
本

支
店
が
手
分
け
し
て
５
年
間
を
費
や
し
て
大
工

道
具
の
蒐
し
ゅ
う
し
ゅ
う

集
に
取
り
組
み
、
こ
の
と
き
約
１
万

　

大
工
さ
ん
が
家
を
建
て
て
い
ま
す
。
い
く
つ
も
の
大
工
道
具
が
巧
み

に
使
い
こ
な
さ
れ
、
カ
ン
ナ
屑
か
ら
は
木
の
香
が
匂
い
た
ち
、
仕
事
ぶ

り
に
無
心
に
見
入
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
か
つ
て
日
本
の
ど
こ
で
も
見

ら
れ
た
光
景
で
し
た
。
あ
る
世
代
か
ら
上
の
人
た
ち
に
は
懐
か
し
く
蘇

る
記
憶
で
す
。

　

今
は
そ
ん
な
風
景
も
遠
い
過
去
と
な
り
、
住
宅
建
築
現
場
か
ら
は
わ

ず
か
に
電
動
釘
打
機
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
ぐ
ら
い
で
す
。
あ
れ
ら
の

大
工
道
具
は
い
つ
の
間
に
、
ど
こ
に
消
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
の
集
合
住
宅
が
一
般
的
と
な
り
、
日
曜
大
工
の
道
具
す

ら
姿
を
消
し
た
家
庭
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
大
工
道
具
の
も
つ
世
界
に
、
深
く
魅
せ
ら
れ
た
人
が
い
ま
す
。

日
本
近
代
建
築
史
の
碩せ
き
が
く学

、
故
村
松
貞
次
郎
氏
（
※
１
）
で
す
。

　
「
現
実
に
亡
び
つ
つ
あ
る
道
具
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
よ
い
の

か
。
そ
れ
は
た
ん
に
古
い
生
産
様
式
の
時
代
に
属
す
る
遺
物
で
は
な
い
。

物
を
つ
く
る
、
生
産
す
る
、
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
、
資
源
の
大
量
消

費
、
産
業
公
害
の
激
し
い
発
生
の
中
で
根
本
的
に
問
わ
れ
て
い
る
と
き
、

道
具
を
見
直
し
、
そ
の
歴
史
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ

は
そ
の
問
い
に
対
す
る
何
ら
か
の
解
答
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

新
し
く
、
手
に
心
に
再
び
道
具
を
持
ち
直
し
て
み
る
必
要
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
た
め
に
も
、
道
具
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
し
て

や
亡
び
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
、
と
私
は
思
っ
て
い
る
。」（
村
松
貞
次
郎

著
『
大
工
道
具
の
歴
史
』
岩
波
書
店
）

　

日
本
の
建
築
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
大
工
道
具
の
歴
史
。
神
戸

に
あ
る
公
益
財
団
法
人
竹
中
大
工
道
具
館
は
、
そ
ん
な
古
今
の
大
工
道

具
を
一
堂
に
集
め
た
、
日
本
で
唯
一
の
博
物
館
で
す
。
こ
こ
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
大
工
道
具
が
、
万
華
鏡
の
よ
う
に
豊
か
で
奥
深
い
世
界
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。

点
を
集
め
ま
し
た
。現
在
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
約

３
万
７
百
点
を
数
え
る
に
至
り
ま
し
た
。今
は
一

般
に
は
現
存
し
な
く
な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

宮
大
工
か
ら
始
ま
る
創
業
ル
ー
ツ

竹
中
工
務
店
の
沿
革
は
、
慶
長
15
年

（
1
6
1
0
年
）
初
代
竹
中
藤と
う
べ
え

兵
衛
正ま
さ
た
か高
が
名

古
屋
で
創
業
し
た
宮
大
工
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

明
治
32
年
（
1
8
9
9
年
）
に
神
戸
に
進
出
し

て
事
務
所
を
構
え
た
の
が
、
大
工
道
具
館
旧
館

の
あ
っ
た
神
戸
市
中
山
手
で
す
。
竹
中
工
務

店
創
立
85
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
昭
和
59

年
（
1
9
8
4
年
）
に
企
業
博
物
館
で
出
発

し
、
５
年
後
の
平
成
元
年
（
1
9
8
9
年
）
財

団
法
人
の
設
立
許
可
を
得
て
正
式
に
登
録
博
物

館
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
（
2
0
1
2

年
）
に
公
益
財
団
法
人
竹
中
大
工
道
具
館
と
な

り
、
今
の
場
所
に
新
館
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が

2
0
1
4
年
で
す
。
こ
の
土
地
は
も
と
も
と
竹

中
家
の
本
宅
で
、
後
に
竹
中
工
務
店
の
厚
生
施

設
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
を
寄
付
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

当
館
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
、
竹
中
練
一
前
会
長

と
『
道
具
曼ま
ん
だ
ら

荼
羅
』（
※
２
）
を
著
さ
れ
た
故

村
松
貞
次
郎
先
生
が
懇
意
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
先
生
の
お
考
え
に
負
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
３
万
７
百
点

の
う
ち
約
１
千
点
。
展
示
し
て
い
な
い
道
具
は

約
２
万
９
千
７
百
点
余
。
展
示
だ
け
で
な
く
、

こ
の
保
存
も
私
た
ち
の
大
切
な
仕
事
で
す
。
刃

物
で
す
か
ら
時
と
と
も
に
錆
び
た
り
、
刃
こ
ぼ

れ
な
ど
も
避
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
な

ら
な
い
よ
う
、
全
て
入
念
に
手
入
れ
し
収
蔵
庫

に
保
管
し
て
い
ま
す
。
名
品
ほ
ど
使
い
込
ま
れ

た
も
の
が
多
く
、
元
の
形
を
残
す
ギ
リ
ギ
リ
の

研
ぎ
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
い
い
も
の
に
な
る

と
、
１
日
に
研
げ
る
の
は
せ
い
ぜ
い
３
本
く
ら

い
。
人
手
の
か
か
る
仕
事
で
す
。

収
蔵
品
の
な
か
に
は
映
像
資
料
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
手
道
具
は
使
い
手
と
と
も
に
消
え
て

い
く
運
命
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
を
示
す
映
像
は
貴
重
な

資
料
で
す
。
当
館
で
は
、
道
具
と
と
も
に
映
像

も
見
て
い
た
だ
く
ス
タ
イ
ル
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
大
工
道
具
以
外
の
、
桶
屋
、
船
大
工
、

屋
根
職
人
、
左
官
屋
さ
ん
な
ど
の
道
具
も
、
ま

た
海
外
に
も
蒐
集
対
象
を
拡
げ
て
い
ま
す
。
ド

イ
ツ
な
ど
で
は
電
動
工
具
な
ど
も
展
示
し
て
い

ま
す
が
、
私
ど
も
の
蒐
集
対
象
は
手
道
具
に
限

っ
て
い
ま
す
。

 「
伝
統
と
革
新
」

新
旧
の
技
術
が
一
体
と
な
っ
た
新
館

新
館
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
外
観
内
装
と

も
に
伝
統
的
な
建
築
技
術
を
盛
り
込
ん
だ
造
り

を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
た
。
建
物
は
展
示
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
フ
ロ
ア
空
間
を
３
階
分
確
保
す
る
一

方
、
そ
の
周
囲
は
可
能
な
限
り
枯
山
水
づ
く
り

の
植
栽
を
残
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
本
宅
周

囲
に
あ
っ
た
庭
園
樹
木
の
一
本
一
本
を
図
面
上

に
落
と
し
込
み
、
最
も
木
を
伐
ら
な
く
て
も
い

い
方
法
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
も
と
の
本
宅
は

２
階
建
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
費
用
が
嵩
む
こ

と
は
承
知
の
上
で
、
地
下
２
階
に
掘
り
下
げ
、

地
上
１
階
と
し
ま
し
た
。

「
和
」
の
伝
統
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
建
物

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、
当
初
の
構
想
は
木

造
で
し
た
が
、
こ
こ
は
防
火
地
域
に
指
定
さ
れ

て
い
て
耐
火
構
造
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
伝
統
と
革
新
の
技
が
一
体
と
な
っ
た
造
り

赤尾建藏館長。竹中工務店で設計畑の道を経て、竹
中大工道具館館長に。終始、穏やかな笑顔で、大工道
具館への思いとこだわりを語っていただきました

※１　村松貞次郎：（1924～1997）建築史家。静岡県生まれ東京大学卒。
東京大学名誉教授。技術史を基に近代建築を調査・研究し、日本の近代
建築史学を確立した。著「日本建築技術史」など。（三省堂「大辞林」）
（以下、編集部加筆）1983年、日本建築学会賞受賞。1991年、明治村
館長。著書『大工道具の歴史』（1973年　岩波書店）で毎日出版文化
賞。（編集委員会）

※２　『道具曼荼羅』：（文：村松貞次郎　写真：岡本茂男）（1976年　
毎日新聞社）。後、同共著で『新道具曼荼羅』、『続道具曼荼羅』など。

※３　パラリ仕上げ：漆喰仕上げの手法の一つ。漆喰中に粒状の石
灰を入れて塗りつける。乾燥後、壁表面に粒状の凹凸が浮き上がり、
風趣をなす。桂離宮のほか京都御所等にも使われている。（編集部）

※４　版築壁：土壁や建築の基礎部分を強くするための古来から伝
統的工法。材料に土や石などを混入して突き固める。（編集部） １階ホール。この日は、企画展「木と共に生きる─木地師 小椋榮一の仕事─」。左隅に見えるテーブ

ルと椅子。椅子は16脚あり、それぞれ近畿地方の木工作家さんたちの作品。

夏
の
特
集
│
竹
中
大
工
道
具
館
で
学
ぶ

た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、
大
工
と
道
具
が
教
え
て
く
れ
る

た
い
せ
つ
な
こ
と
は
、
大
工
と
道
具
が
教
え
て
く
れ
る

道
具
の
王
者
、

道
具
の
王
者
、

大
工
道
具
が
魅
せ
る

大
工
道
具
が
魅
せ
る

万
華
鏡
の
世
界

万
華
鏡
の
世
界
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│
も
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を
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に
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え
る
博
物
館



で
す
。
モ
ダ
ン
に
見
え
な
が
ら
も
、
日
本
の
伝

統
を
堪
能
し
て
い
た
だ
け
る
職
人
技
が
散
り
ば

め
て
あ
り
ま
す
。
建
物
外
壁
は
京
都
の
聚じ

ゅ
ら
く楽

土

を
混
ぜ
た
漆
喰
塗
り
、
内
側
は
桂
離
宮
と
同
じ

パ
ラ
リ
仕
上
げ
（
※
３
）、屋
内
は
版は
ん
ち
く
か
べ

築
壁
（
※

４
）
イ
メ
ー
ジ
の
土
壁
削
出
し
、
屋
根
は
淡
路

の
い
ぶ
し
瓦
の
む
く
り
屋
根
（
※
５
）
で
す
。

１
階
ホ
ー
ル
は
中
に
柱
の
な
い
大
空
間
に
す

る
た
め
、
構
造
材
に
鉄
骨
を
用
い
て
い
ま
す

が
、
出
来
る
だ
け
鉄
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
な
い

工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。
構
造
設
計
上
、
上
部

が
鉄
骨
造
で
は
柱
が
太
く
な
っ
て
し
ま
う
、
ま

た
竹
中
工
務
店
が
認
定
を
と
っ
て
い
る
被
覆
の

耐
火
式
柱
で
は
大
き
過
ぎ
て
ス
ケ
ー
ル
ア
ウ
ト

に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
天
井
部
の
構
造

材
は
パ
イ
プ
で
軽
量
化
し
、
そ
れ
に
計
算
上
見

合
う
限
り
の
細
い
鉄
柱
で
支
え
な
が
ら
、
鉄
と

は
思
え
に
く
い
演
出
を
し
て
い
ま
す
。
天
井
は

ス
ギ
の
無
垢
材
を
使
っ
た
木
組
み
の
船
底
天
井

で
す
。

出
来
る
限
り
伝
統
の
技
を
用
い
た
い
、
し
か

し
そ
れ
が
出
来
な
い
と
こ
ろ
は
最
新
の
構
造
技

術
も
駆
使
す
る
。「
伝
統
と
革
新
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
、
苦
肉
の
策
の
要
素
も
含
ん
で
い
ま
す

（
笑
）。
他
に
も
ド
ア
や
案
内
サ
イ
ン
な
ど
細
か

な
と
こ
ろ
に
も
職
人
技
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
来
館
者
の
方
に
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ

も
見
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

新
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
幸
運
だ
っ

た
の
は
、
設
計
者
と
運
営
者
が
離
れ
た
存
在
で

は
な
く
一
体
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
私
自
身
が

竹
中
工
務
店
で
設
計
畑
を
歩
い
て
き
た
経
験
が

あ
り
、
一
方
博
物
館
を
十
年
や
っ
て
き
て
も
い

た
の
で
、
来
館
者
の
皆
さ
ん
に
ど
う
お
見
せ
す

れ
ば
い
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
私
な
り
の
こ

だ
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
旧
館
の
展
示
は
物
を

置
い
て
い
る
だ
け
と
い
う
印
象
が
強
く
、
展
示

解
説
パ
ネ
ル
も
文
字
が
多
す
ぎ
ま
し
た
。
新
館

は
、
五
感
で
感
じ
て
い
た
だ
け
る
博
物
館
を
め

ざ
し
ま
し
た
。
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
誘
わ

れ
る
よ
う
な
感
じ
に
で
き
れ
ば
い
い
な
と
。

地
下
１
階
か
ら
地
下
２
階
を
吹
き
抜
け
に
し

た
の
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン
グ
ル
か
ら
実
物
大

の
ス
ケ
ー
ル
を
感
じ
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で

す
。
地
下
２
階
の
茶
室
は
ス
ケ
ル
ト
ン
で
数
寄

屋
づ
く
り
の
何
で
あ
る
か
を
内
部
構
造
も
見
て

い
た
だ
け
ま
す
。
京
都
の
大
徳
寺
玉
林
院
の
蓑

庵
（
さ
あ
ん
）
の
写
し
で
、
実
物
は
地
上
庭
園

に
あ
り
ま
す
。
年
２
回
、
春
と
秋

に
一
般
公
開
し
て
い
て
、
呈て
い
ち
ゃ茶
も

た
し
な
ん
で
い
た
だ
け
る
趣
向
で

す
。

「
木
の
技
」を
ひ
ろ
く
伝
え
る
、

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
発
信
空
間

１
階
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で
２
百
人
収
容
可
能

で
す
。
木
工
作
家
の
グ
ル
ー
プ
展
や
個
展
な
ど

企
画
展
示
に
使
っ
て
い
ま
す
。
ス
ク
リ
ー
ン
も

あ
る
の
で
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
会
場
と
し
て
も

使
用
可
能
で
す
。

長
谷
木
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
天
板
の

テ
ー
ブ
ル
と
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
意
匠
の
椅
子
を

16
脚
、
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
椅
子
は

す
べ
て
近
畿
地
方
の
木
工
作
家
さ
ん
た
ち
の
作

品
で
、私
が
探
し
廻
っ
て
コ
ン
ペ
を
し
ま
し
た
。

作
家
さ
ん
た
ち
か
ら
「
置
か
せ
て
も
ら
え
る
ん

で
す
か
？
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
、
36
人
ぐ

ら
い
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
選

外
に
な
ら
れ
た
方
に
は
謝
り
に
い
き
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
作
家
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

と
連
絡
先
を
紹
介
し
た
フ
ァ
イ
ル
綴
じ
を
置
い

て
い
ま
す
。
技
術
を
も
ち
な
が
ら
機
会
に
恵
ま

れ
な
い
作
家
さ
ん
た
ち
を
応
援
す
る
発
信
基
地

で
も
あ
り
た
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
多
目
的

ホ
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

「
千
年
の
釘
」の
出
張
授
業

こ
れ
ま
で
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま

で
巡
回
展
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
だ

い
ぶ
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
入
館
者
数
も

増
え
て
い
ま
す
。
私
が
着
任
し
た
10
年
前
は
年

間
６
千
人
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
今
は
１
万
１
千

人
ぐ
ら
い
で
す
。
展
示
資
料
も
増
え
て
き
て
ス

ペ
ー
ス
が
手
狭
に
な
っ
て
き
た
こ
と
も
新
館
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
き
っ
か
け
で
す
が
、
じ
っ
と
し

て
る
だ
け
で
し
た
ら
前
の
場
所
に
居
続
け
て
い

た
で
し
ょ
う
。
や
は
り
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
実

を
結
ん
だ
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
カ
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
き
て
こ
の
９
月
で
70
回
目
を
迎
え
ま
す
。

最
初
の
講
師
は
私
が
務
め
ま
し
た
。
私
で
も
出

来
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
次
第
に
館
の
ス
タ

ッ
フ
も
乗
り
気
に
な
っ
て
（
笑
）。
最
初
の
参

加
者
は
40
人
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
今
は
80
人
ベ

ー
ス
、
し
だ
い
に
容
量
が
足
ら
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

小
学
校
４
年
生
以
上
を
対
象
に
し
た
出
張
授

業
も
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
５
年
生
の
国
語
科

の
教
科
書
（
光
村
図
書
出
版
㈱
発
行
）
に
、
内

藤
誠
吾
さ
ん
（
※
６
）
が
書
か
れ
た
「
千
年
の

釘
に
い
ど
む
」
と
題
す
る
文
章
が
載
っ
て
い
ま

す
。
法
隆
寺
昭
和
大
修
理
の
棟
梁
と
し
て
知
ら

れ
た
西
岡
常つ
ね

一か
ず

氏
（
※
７
）
か
ら
釘
づ
く
り
を

任
さ
れ
た
、鍛
冶
師
の
白し
ら

鷹た
か

幸ゆ
き

伯の
り

さ
ん
（
※
８
）

が
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
「
古
代
の
釘
」
の
復
元

に
挑
ん
だ
話
で
す
。
こ
の
「
千
年
の
釘
」
は
当

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
釘
を
教
室
に

持
っ
て
い
っ
て
、
実
際
に
見
て
触
れ
て
も
ら
い

ま
す
。
白
鷹
さ
ん
の
制
作
の
様
子
を
撮
っ
た
ビ

デ
オ
映
像
も
あ
る
の
で
見
て
も
ら
い
、
当
館
の

研
究
員
が
先
生
に
な
っ
て
授
業
を
し
ま
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
木
の
匂
い
を
知
り
ま

せ
ん
。
カ
ン
ナ
を
知
ら
な
い
子
も
い
ま
す
。
家

を
建
て
る
材
料
の
多
く
は
プ
レ
カ
ッ
ト
製
品

で
、
そ
う
い
う
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
る
子
も

い
ま
す
。
大
工
さ
ん
が
家
を
建
て
て
い
る
ビ
デ

オ
動
画
や
、
カ
ン
ナ
や
ノ
コ
ギ
リ
を
持
っ
て
い

っ
て
使
い
方
を
見
て
も
ら
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
眼
が
き
ら
き
ら
し
て
く
る
の
を
見
る
の

は
、
い
い
も
の
で
す
（
笑
）。
出
張
授
業
は
年

に
24
校
ぐ
ら
い
実
施
し
て
い
ま
す
。「
大
工
さ

ん
に
な
り
た
い
」
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
文
に
１
割

く
ら
い
の
子
が
書
い
て
き
ま
す
。
つ
い
て
は
大

工
道
具
館
に
行
き
た
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ

て
…
…
。
こ
れ
も
出
張
授
業
の
成
果
で
す
。

大
学
や
工
業
高
校
な
ど
の
授
業
で
も
活
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
て
、
年
に
60
校
ぐ
ら
い
が
来

館
し
ま
す
。

手
と
体
で
知
る
、

も
の
づ
く
り
の
奥
深
さ
と
楽
し
さ

出
張
授
業
を
始
め
る
前
は
、
兵
庫
県
の
校
長

先
生
た
ち
に
大
工
道
具
館
へ
の
招
待
を
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
で
ご
案
内
し
て
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
、
バ
ス
代
の
費
用
と
か
事
故
の
可
能
性
と

か
リ
ス
ク
の
心
配
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
足
を

運
ん
で
も
ら
え
な
い
。
そ
れ
な
ら
、
こ
ち
ら
か

ら
伺
い
ま
す
と
始
め
た
の
が
出
張
授
業
で
す
。

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
も
校
長
先
生
た
ち
か

ら
の
返
事
が
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。
調
べ
て

み
る
と
、
先
生
た
ち
自
身
が
、
も
の
づ
く
り
に

興
味
を
お
持
ち
で
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
図
工
や
技
術
の
先
生
が
も
の
づ
く
り
に
関

心
が
あ
る
か
な
い
か
も
肝
心
な
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、20
人
ぐ
ら
い
の
先
生
を
お
誘
い
し
て
、

地下１階～２階の吹き抜けに設置された唐招提寺金堂組物の実物大模型。木造建築の迫力に圧倒されます「大工と雀は軒で泣く」といわれるほど、大工の苦労どころといわれる屋根の軒廻り箇所の
模型

法隆寺五重の塔の模型

「式尺の墨かね」「算合」「手仕事」「絵用」「彫物」。江戸時代
の大工には多方面の技術と才能が求められていたことを示
す「五意達者」の展示

ヨーロッパの大工道具。この他、中
国の大工道具も紹介されています

数寄屋づくりの茶室のスケルトン実物大模型。数寄屋づくりの内部が
覗けます。モデルは京都の大徳寺玉林院の蓑庵（さあん）

和釘と洋釘の比較。左２本が和釘
で、薬師寺西塔に使われた古代の
釘の復元品。重さ、形、手触りなど、
手に触れてみることが出来ます。

※５　むくり屋根：屋根
の面を曲面、わずかに球面
状の勾配にした屋根。数寄
屋や茶室に多く用いられ
る。桂離宮など。軒先近く
になるほど勾配が急にな
るので、雨水が早く落ち、
腐植を防ぐ機能もある。反
対にそり屋根は寺社仏閣、
城郭に多く用いられてい
る。（編集部）

※６　内藤誠吾：1967年、東京都生まれ。NHKテレビ
ディレクターを務め、主な番組に「人間ドキュメント」
など。（編集部）

※７　西岡常一：（1908～1995）宮大工。祖父西岡常
吉、父西岡楢光は法隆寺の宮大工棟梁。1956年に法隆
寺文化財保存事務所技師代理。明王院五重塔、法輪寺
三重塔、薬師寺金堂、同西塔などの再建を棟梁として
手掛けた。文化功労者。「最後の宮大工」と呼ばれた。

※８　白鷹幸伯：（1935～）愛媛県松山市生まれ。土佐
鍛冶の流れをくむ鍛冶職人の家に生まれ、父の向槌
（先手）として９歳から鍛冶修業を始める。1971年、西
岡常一棟梁と出会い、薬師寺再建のための和釘の鍛造
を手がけた。著書に「鉄、千年のいのち」（草思社）

大工道具館は道具だけでなく、大工の技術がどのように伝授されたかの資料も
豊富です。その一つ、大工さんの当時の教科書

ノコギリは基本の大工道具　種類別、目立て別、さまざまな角度から展示
説明がされています
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教
員
研
修
を
行
い
、
も
の
づ
く
り
に
挑
戦
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
前
に
先
生

た
ち
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
。
そ
こ

か
ら
当
館
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
て
、
こ
れ
は

面
白
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
、
お
呼
び
が
か
か

る
よ
う
に
な
っ
て
…
…
。
今
で
は
当
館
の
研
究

員
だ
け
で
は
人
手
が
足
り
な
く
な
っ
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
も
育
て
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
て
い
ま
す
。
一
つ
は
道
具
の
手
入
れ
を
し

て
も
ら
う
方
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
Ａ
か
ら
Ｅ
に

分
け
、
難
易
度
に
応
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

に
手
入
れ
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
も
う
一

つ
は
解
説
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
。
当
館
で
み

っ
ち
り
研
修
を
受
け
た
人
達
で
す
。
そ
し
て
、

館
内
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
出
張
授
業
な
ど

を
お
手
伝
い
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
で

す
。
定
年
退
職
さ
れ
た
方
だ
け
で
な
く
女
性
、

若
い
方
も
け
っ
こ
う
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
木
工
教
室
で
す
。
旧

館
で
は
室
内
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
、
そ

こ
で
座
っ
て
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
新
館
に

は
新
た
に
木
工
教
室
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し

た
。「
大
人
の
た
め
の
木
工
教
室
」、
土
日
祝
日

に
は
「
ち
ょ
こ
っ
と
木
工
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
整
理
券
を
配
ら
な
い
と
い
け
な

い
ほ
ど
の
人
気
で
す
。「
ち
ょ
こ
っ
と
木
工
」

は
夏
休
み
の
課
題
に
親
子
で
来
ら
れ
る
方
も
い

ま
す
。
子
ど
も
の
作
業
に
、
い
つ
し
か
お
父
さ

ん
も
参
加
し
て
親
子
で
一
所
懸
命
に
な
っ
て
い

る
姿
に
は
、
言
葉
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
も
の
づ
く

り
は
手
と
体
、
そ
し
て
心
を
通
じ
て
感
じ
学
び

と
る
も
の
で
す
。
今
こ
そ
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
も
の
づ
く
り
を
体
験
す
る
こ
と
が
大
切

な
の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
を
次
代
に
伝
え
る

―
活
動
す
る
博
物
館
の
明
日
へ

「
木
」
の
こ
と
を
子
ど
も
時
代
の
う
ち
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
に
は
本
物
の
作
家
の

創
っ
た
も
の
を
見
て
触
れ
る
こ
と
が
一
番
で

す
。
そ
う
し
た
教
育
の
あ
り
方
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
方
が
一
歩
進
ん
で
い
る
気
が
し
ま
す
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
約
３
万
７
百
点
、
現
在
展

示
し
て
い
る
の
は
そ
の
う
ち
約
１
千
点
。
ほ
と

ん
ど
は
収
蔵
庫
に
あ
り
ま
す
。
今
度
は
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

海
外
に
も
行
き
ま
す
。
昨
年
は
ボ
ス
ト
ン
の

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
企
画
展
を
し
て
茶
室
模

型
を
そ
っ
く
り
持
っ
て
い
き
、
大
工
さ
ん
も
連

れ
て
い
っ
て
、
カ
ン
ナ
の
薄
削
り
の
実
演
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
３

会
場
で
企
画
展
を
開
催
中
で
す
。
海
外
に
日
本

の
「
木
の
文
化
」
を
紹
介
し
ま
す
。
外
国
か
ら

の
お
客
様
が
増
え
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か

ら
の
方
が
多
い
で
す
ね
。

知
名
度
が
上
が
っ
た
お
か
げ
か
、
新
幹
線
で

遠
く
か
ら
来
ら
れ
て
、
途
中
下
車
で
来
館
さ
れ

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多
い

の
は
「
一
度
で
は
見
切
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う

感
想
で
す
。
皆
さ
ん
予
定
は
１
時
間
ぐ
ら
い
で

し
ょ
う
か
ら
、
時
間
が
足
り
な
い
で
し
ょ
う

ね
。
あ
と
は
「
木
の
匂
い
に
癒
さ
れ
ま
し
た
」

と
い
う
感
想
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
学
び
と
癒
し

を
兼
ね
て
ぜ
ひ
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
一
度
き
り
で
は
学
び
き
れ
な
い
内

容
の
博
物
館
に
育
て
て
い
き
ま
す
。

大
工
道
具
を
通
じ
て
「
も
の
づ
く
り
」
を
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
開
か
れ
た
博
物
館

と
し
て
、
も
っ
と
地
域
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
実
現
可
能
か
ど

う
か
、
い
ま
私
が
考
え
て
い
る
こ
と
の
一
つ

は
、「『
木
』
で
出
来
る
リ
フ
ォ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
で
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
と
言
っ
て
も
大
掛

か
り
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
ご

夫
婦
、
一
人
住
ま
い
の
女
性
、
障
害
を
お
持
ち

の
方
な
ど
、
簡
単
な
「
木
の
リ
フ
ォ
ー
ム
」
に

困
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
は
ず
で
す
。

そ
こ
へ
、
人
手
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
材
料
は
当

館
賄
い
と
い
う
こ
と
で
、
実
費
だ
け
で
派
遣
で

き
る
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
ど
う
だ
ろ
う
か
な

ど
と
思
案
し
て
い
ま
す
。
目
下
、
実
現
し
て
み

た
い
、
私
の
さ
さ
や
か
な
夢
で
す
。

構造部位に応じた、丸太からの木取りの展示大工道具の最盛期に標準一式とされた179点の道具。種類の多さが世界一。日本の木の
文化の奥深さを感じさせられます

「叩く　打つ」と題された槌と釘の
展示。古の手づくりの釘の妙は、
「千年の釘」でも語られています

名工と誉れ高かった、千代鶴是秀氏の鍛冶場を実寸サイズで再現して
います。再現されたディテールのリアルさに目をひかれます

かつての杣人（そまびと）たちは、木を「伐る」と
はいわず「寝かす」といった。自然に対する畏敬
の念が伝わる言葉です

薬師寺復興にもあたった宮大工棟
梁、西岡常一氏の自筆図面

公益財団法人 竹中大工道具館
〒651-0056　神戸市中央区熊内町7─5─1
TEL 078─242─0216　FAX 078─241─4713
URL：http://www.dougukan.jp/

開館時間：９時30分～16時30分（入館は16時まで）
休 館 日：月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（12/29～1/3）
入 場 料：一般500円、大高生300円、小中生無料、65歳以上の方200円

障がい手帳をお持ちの方無料

大ガンナとそのカンナ屑です 日本の代表的な樹種の展示。下にはカンナ屑の
ケースもあって木の香りも体験できます

和の伝統美。火灯窓付き
の土壁展示

　竹中大工道具館では、講義型や体験型のたくさんのイベント・学習メ
ニューが用意されています。子どもたちに人気なのが「ちょこっと木工」。
木工技術のステップアップを目指す人には「大人のための木工教室」が
あります。講師は、島根大学名誉教授で木育インストラクターの山下晃
功先生。アシスタントは大工道具館スタッフで宮大工の北村さん、博物
館学が専門の大村さんのお二人です。【角材編】【板材編】の２コースが
あり、【板材編】では板材から整理箱を作りながらカンナやノコギリな
どの正しい使い方を学びます。私たちも教室生の皆さんと一緒に、二日
間の聴講体験をしました。
　教室生の皆さんは、自作を孫にプレゼントしたいという人、生まれて
初めて大工道具を手にする女性、なかには高校で木工を教えているとい
う現役の先生まで、さまざまです。山下先生は軽妙な話術で皆を沸かせ
ます。引っ込み思案な人も、寡黙なお父さんも、いつの間にか一人残ら
ず一緒に学ぶ仲間の輪が出来ていました。
　ノコギリの使い方で、教室生から質問が。「日本の鋸はどうして手前
に引くんですか？」日本の大工仕事は伝統的に座り仕事が多かったこと、
日本の材料の柔らかさ、日本人が求めた技術の繊細さなど、そのさまざ
まなわけを、宮大工の北村さんが教えてくれました。道具を手にして学
ぶものづくりは、さりげなくも奥深い。大工道具館ならではの木工教室
体験です。

博物館学を学びにイギリス留学の経験も
ある大村さん。

宮大工の北村さん。正しいカンナ掛けの
実演です

講義も実技も、山下先生のお話は退屈知らず。１日はあっという間です。

絵本のマスコットキャラ
クター、ロボ木ー。竹中大
工道具館の「ちょこっと
木工」でも人気のメニュー
です。

「ロボ木ーと森」木育絵本シリーズ①です。

山下晃功先生が山下晃功先生が
木育絵本をつくりました木育絵本をつくりました

さりげなくも奥深い
道具を手にして学ぶ、ものづくり体験

竹中大工道具館「大人のための木工教室」　聴講体験

レポート
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